
■特集　旧美歎水源地水道施設　施設復興100周年

復
興
は
、
本
市
の
未
来
を
か
け
た
一

大
事
業
で
あ
る
と
と
も
に
、
将
来
に

わ
た
っ
て
親
し
ま
れ
る
場
所
に
し
よ

う
と
努
力
し
て
き
た
先
人
た
ち
の
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

活
躍
し
続
け
る
旧
美
歎
水

源
地

　
復
興
を
成
し
え
た
美
歎
水
源
地
は
、

飲
料
水
だ
け
で
な
く
、
山
陰
本
線
を

走
る
蒸
気
機
関
車
や
工
場
へ
の
給
水

な
ど
、
本
市
を
は
じ
め
、
山
陰
地
方

の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
昭

和
18
年
（
１
９
４
３
）
の
鳥
取
大
地

震
に
も
耐
え
、
同
27
年
（
１
９
５
２
）

の
鳥
取
大
火
災
の
消
火
活
動
に
も
そ

の
実
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
昭
和
53
年
（
１
９
７
８
）、
半
世
紀

以
上
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
続
け
た
美

歎
水
源
地
は
、
新
た
な
水
源
地
に
代

を
譲
り
ま
す
。
役
目
を
終
え
た
貯
水

ダ
ム
は
、
平
成
10
年
（
１
９
９
８
）

に
改
修
工
事
を
受
け
砂
防
ダ
ム
に
用

途
を
転
換
し
、
現
在
は
地
域
を
守
る

存
在
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設

全
域
は
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
）

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

10
年
間
に
お
よ
ぶ
保
存
修
理
を
経
て
、

平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
に
文
化
財

施
設
と
し
て
一
般
公
開
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
地
域
住
民

の
保
存
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。
施
設

の
復
興
か
ら
１
０
０
年
た
っ
た
今
で

も
、
旧
美
歎
水
源
地
水
道
施
設
に
は
、

先
人
た
ち
の
想
い
が
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

施
設
復
興
１
０
０
周
年
を

祝
っ
て

　
毎
年
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う

旧
美
歎
水
源
地
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

今
年
は
施
設
復
興
１
０
０
周
年
を
記

念
し
、
例
年
よ
り
内
容
を
充
実
し
て

開
催
し
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
人
気
の

乗
馬
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
、
馬
の
数
を

増
や
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
竣

工
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
美
歎
ダ
ム

を
舞
台
に
、
本
市
の
近
代
化
を
体
感

で
き
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
３
年
ぶ
り
に
飲
食
ブ
ー
ス

も
出
店
し
ま
す
。

　
文
化
の
秋
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ご

来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　大手登城路の復元が進む鳥取城跡の擬宝珠橋が、日本
建設連合会が国内の優れた土木プロジェクトや建築物な
どを表彰する「日建連表彰 2022」のうち、土木賞特別賞
を受賞しました。この橋は、堀底の橋脚遺構を傷つける
ことなく保存し、水面下に設置した梁の上に木造橋を復
元するという日本初の工法で復元されました。同じ建築
分野の表彰では、東京オリンピックの舞台ともなった国
立競技場も選出されており、擬宝珠橋は日本の代表的な
橋として注目を集めています。

国指定史跡鳥取城跡 擬
ぎ ぼ し

宝珠橋が土木賞 特別賞を受賞

旧美歎水源地フェスティバル 2022

国府町美歎 国指定重要文化財
旧美歎水源地水道施設

（駐車場に限りがあるため、できるだけ乗
り合わせてお越しください）

施設復興
100 周年祝

ダムプロジェクションマッピング

乗馬トレッキング（馬で文化遺産めぐり）

大人気の乗馬トレッキングを今年も開催 大イチョウが秋のイベントを彩る

プロジェクションマッピングの舞台となる美歎ダム ダム湖ほとりから望む風景
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雨天
決行会場

1

2

祝

申込
不要

参加
無料

　施設復興に際して建設された「美歎ダム」を舞台に行う、
プロジェクションマッピング。復興の象徴とされた「美歎
の大瀑布」が最先端デジタル技術で現代によみがえります。
と　き	 11 月 12日（土）・13日（日）18:30 ～ 20:30
※�約 20分のコンテンツを 6回（18:30、18:50、19:10、
19:30、19:50、20:10）繰り返し上映
※後日オンライン配信予定

　大正時代の交通手段の一つだった馬に乗って、旧美歎水源地
を散策。施設ガイドの案内で楽しみながら地域の歴史が学べま
す。
と　き	 11 月 13日（日）10:00 ～ 15:00
◆ガイド付き乗馬トレッキング 1 回 10分
定　員	 各回 30人
※�要入場整理券（会場入口「受付棟」にて 9：30、10：30、
12：30、13：30より配布）
同時開催
◆ミニ乗馬・エサやり体験（順次受付、定員なし）
◆ダム湖ウォーキングツアー （2km90 分）
出発時間	 11:00、13:00（定員なし）
※会場入口「受付棟」前集合
◆移動図書館、飲食ブース、地元物産店などの出店あり


